
るすと典
）

山
　
本

を
　
山

抄
　
（

弊
　
て

煩
　
い

・
名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
損

に
　
の

抄
　
訓

尭
和
名架斬

類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
和
名
類
緊
抄
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
摂
取
法
に
つ
い
て

ー
　
原
撰
本
編
纂
、
改
編
、
改
編
後
の
増
補
、
の
三
段
階
に
着
目
し
て
　
－

山
　
本
　
秀
　
人

一
、
問
題
の
所
在

類
架
名
義
抄
（
以
下
「
名
我
抄
」
と
略
称
）
の
原
撲
本
た
る
凶
持
栗
本
に
お
い
て
、
和
名
類
架
抄
（
以
下
「
和
名
抄
」
と
略
称
）
が
基
（1）

本
的
な
出
典
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
和
名
抄
の
和
訓
が
音
注
や
義
注
等
と
共
に
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

一
方
、
原
撲
本
を
非
に
改
編
し
て
成
立
し
た
改
編
本
名
義
抄
の
一
本
た
る
観
智
院
本
に
も
、
和
名
抄
の
和
訓
が
多
く
収
入
れ
ら
れ
て
い
る

（

2

一

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
原
撲
本
の
和
名
抄
山
典
の
和
訓
を
継
承
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
中
に
は
次
の
よ
う
な
例
も

見
ら
れ
る
。
（
以
下
、
囲
背
黒
本
名
裁
抄
、
観
研
院
本
名
裁
抄
、
和
名
抄
の
用
例
は
、
夫
々
（
図
）
（
轡
（
和
）
と
し
て
掲
げ
る
。
ま
た
、

（3）

高
山
寺
本
名
義
抄
、
迎
成
院
本
名
義
抄
に
お
け
る
．
そ
の
和
訓
の
存
否
を
、
夫
々
（
高
）
入
学
と
し
て
○
×
で
表
示
す
る
。
）

①
（
和
）
明
星
　
北
名
宛
‡
歳
星
一
弟
明
星
此
間
云
盟
二
元
和
本
、
巻
一
2
丁
重

（
観
）
明
星
7
カ
ホ
シ
　
（
体
中
八
六
日
・
口
郎
）
　
　
（
高
）
○
　
（
蓮
）
〇

八
餌
）
歳
星
7
カ
ホ
シ
　
（
同
右
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
）
〇
　
八
蓮
）
　
×

観
智
院
本
の
「
明
星
7
宗
シ
」
「
歳
星
7
‡
シ
」
は
、
共
に
和
名
抄
の
右
橘
に
拠
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
後
者
は
、
観
智
院
本
と
同

じ
改
編
本
の
一
本
で
あ
る
蓮
成
院
本
に
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
熟
字
訓
に
限
定
し
て
、
観
智
院
本
に
お
け
る
和
名
抄
出
典
と



2
る

すと典
　
）

出
　
本

を
　
山

抄
　
（

宋
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
摂

に
　
の

抄
　
訓

義
和
名東類

見
ら
れ
る
和
訓
を
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
と
対
比
す
る
と
、
ニ
京
が
重
な
り
合
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
右
掲
の
「
歳
星
ア
カ
ホ
シ
」
の
如

（1）

く
高
山
寺
本
に
有
り
蓮
成
院
本
に
無
い
も
の
が
1
0
例
存
し
、
高
山
寺
本
の
現
存
し
な
い
部
分
を
も
含
め
る
と
、
蓮
成
院
本
．
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
4
0
例
以
上
に
な
る
。

筆
者
は
、
先
に
、
拙
稿
「
改
帰
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
銃
を
山
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て
－
熟
字
訓
を
対
管
し
て
⊥
（
国

語
学
第
百
四
十
四
集
、
昭
和
6
1
年
3
月
）
　
に
お
い
て
、
観
智
院
本
に
見
ら
れ
る
新
撰
字
鏡
出
典
の
熟
字
訓
が
、
高
山
寺
本
、
西
念
寺
本
に

は
ほ
ぼ
同
様
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
達
成
院
本
に
は
そ
の
大
多
数
が
存
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、
蓮
成
院
本
は
、
改
編
本
の
中
で
も
、

新
撰
字
鏡
出
典
の
熟
字
訓
が
未
だ
取
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
段
階
の
姿
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
右
の
、
観

智
院
本
に
お
け
る
和
名
抄
出
典
と
見
ら
れ
る
熟
字
訓
の
一
部
が
蓮
成
院
本
に
存
し
な
い
と
い
う
状
況
は
、
こ
れ
に
良
く
似
て
お
り
、
観
智

院
本
に
お
け
る
和
名
抄
出
典
の
熟
字
訓
に
は
、
改
編
の
際
原
撰
本
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
の
他
、
改
編
後
に
更
に
迫
補
さ
れ
た
も
の
の
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
観
智
院
本
に
、
原
撰
本
を
経
由
し
て
和
名
抄
出
典
の
和
訓
が
沢
山
入
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の

上
更
に
、
ど
の
よ
う
な
和
名
抄
の
和
訓
が
迫
補
さ
れ
た
の
か
興
味
が
持
た
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
注
目
し
、
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
の
出
典
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
先
ず
図
書
寮
本
に
お
け
る
、
和
名
抄
の
和
訓

の
摂
取
の
仕
方
を
整
理
検
討
す
る
。
次
い
で
、
観
智
院
本
に
お
け
る
、
原
撰
本
（
図
書
寮
本
）
　
か
ら
の
和
名
抄
出
典
の
和
訓
の
受
容
の
仕

方
を
検
討
七
、
更
に
、
改
編
後
に
追
補
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
和
名
抄
出
典
の
和
訓
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
和
名
抄
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位

置
に
あ
る
和
訓
で
あ
る
の
か
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

二
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
和
名
類
変
抄
の
和
訓
の
摂
取
法

こ
こ
で
は
、
図
書
寮
本
に
引
か
れ
た
和
名
抄
の
和
訓
に
つ
い
て
、
そ
の
摂
取
の
仕
方
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
後
述
の
、
改
編
後
に
迫

（5）

補
さ
れ
た
和
名
抄
出
典
の
和
訓
に
つ
い
て
の
検
討
と
の
関
連
上
、
対
象
を
熟
字
訓
に
限
定
し
た
上
、
次
の
よ
う
な
視
点
に
よ
っ
て
検
討
を
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に
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抄
訓
苑
和
名緊細

別
3

行
う
。

例
え
ば
後
掲
③
を
例
に
探
れ
ば
、
和
名
抄
の
和
訓
「
保
々
豆
木
」
は
直
接
的
に
は
「
洛
神
珠
」
に
附
さ
れ
て
い
る
が
、
拡
げ
て
考
え
れ

ば
、
「
酸
某
一
名
洛
神
珠
」
と
あ
る
「
酸
某
」
に
も
こ
の
和
訓
が
当
る
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
図
書
寮
本
で
は
、

両
者
の
語
と
和
訓
と
を
い
か
に
扱
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
、
検
討
の
視
点
を
絞
り
た
い
。
従
っ
て
、
熟
字
訓
の
中
で
も
、
和
名
抄
に

お
い
て
③
の
「
洛
神
珠
」
「
酸
染
」
の
如
き
譜
の
対
が
存
す
る
場
合
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
夫
々
の
語
が
標
出
語
と
し
て
図
書

（
6
）

寮
本
に
探
ら
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
同
本
の
現
存
部
分
の
み
に
お
い
て
判
断
で
き
る
場
合
に
限
る
（
後
掲
⑦
に
対
す
る
説
明
を
参
照
）
。

和
名
抄
に
は
右
の
如
き
語
の
対
の
現
れ
方
に
幾
つ
か
の
輿
が
あ
り
、
以
下
、
そ
れ
を
第
一
類
か
ら
第
九
類
に
分
け
た
上
で
、
図
書
寮
本

に
お
け
る
両
者
の
語
と
和
訓
と
の
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
甘
］
は
和
名
抄
に
お
い
て
直
接
和
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
語
、
図
は

そ
の
和
訓
、
［
回
∪
は
近
接
に
は
和
訓
が
附
さ
れ
て
い
な
い
な
が
ら
［
回
〕
に
附
さ
れ
た
和
訓
が
当
る
と
の
見
方
が
可
能
と
な
る
語
を
表

睾
［
回
∪
は
枚
数
桂
の
均
合
も
あ
る
。
な
お
、
和
右
抄
の
挙
例
中
、
A
の
語
に
は
＝
、
B
の
語
に
は
－
、
和
訓
に
は
…
…
の
各
傍

線
を
施
す
。
図
皆
無
本
の
挙
例
中
、
和
名
抄
′

1
日
典
以
外
の
注
記
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
。
）

〔
机
〓
難
〕
「
日
田
：
日
印
達
「
［
回
∪
臼
…
日
間
」
等
丁
例
）

②
（
和
）
珠
白
虎
通
云
海
′

1
日
明
珠
飢
詰
譜

五
四
野
字
些
雲
玉
…
楼
…
k
平
石
也
（
以
下
略
）
（
元
和
本
、
巻
十
一
1
8
丁
重

（
野
沢
博
識
据
甑
¶
二
六
五
－
五
郎
）
白
極
豊
l

坐
ヰ
二
五
八
U
∵
五
郎
）

因
持
梁
本
は
A
「
択
珠
」
、
B
「
白
玉
」
の
両
者
を
共
に
標
Ⅲ
1
日
悟
と
し
て
取
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
和
訓
は
和
名
抄
に
従
っ
て
A
「
眞

珠
」
の
み
に
記
し
て
お
り
、
B
「
白
玉
」
で
は
和
名
抄
の
注
記
内
容
に
従
っ
て
「
束
丁
与
眞
珠
同
」
と
し
、
直
接
に
は
和
訓
を
記
し
て
い

な
い
。
第
二
類
以
下
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
が
多
い
。

〔
第
二
類
〕
「
［
回
∪
一
角
回
］
田
」
日
凹
∪
俗
皿
同
∪
図
」
等
（
1
1
例
）



4
「
一
名
」
や
「
俗
用
」
を
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
形
態
に
注
目
し
て
一
括
し
た
。

図
書
寮
本
が
A
、
B
両
語
を
標
出
す
る
も
の
は
、
1
1
例
中
9
例
に
及
ぶ
。
但
し
、
そ
の
内
の
8
例
は
、

るすと典
）
出
本
を
山
抄
（
果
て
類
い
名
つ
和
に
る
法
け
取
お
摂
に
の
紗
舶

名東類

③
（
和
）
酸
渠
　
兼
名
苑
云
酸
某
一
名
洛
神
珠
相
鶏
（
元
和
本
、
肇
一
十
1
3
丁
衣
）

（
図
）
酸
．
博
馴
㌍
名
（
五
三
頁
・
水
部
）
　
洛
神
陸
曹
誤
報
（
一
六
六
百
∵
玉
部
）

④
（
和
）
石
衣
　
本
草
云
石
衣
一
名
石
髪
伽
勅
語
（
元
和
本
、
肇
一
十
1
7
丁
重

（
図
）
匿
衣
畑
等
名
匝
髪
群
雄
蝿
甥
（
一
四
七
百
∵
石
部
）
　
石
哀
＝
川
云
。
岩
泉

⑤
（
和
）
日
本
琴
萬
菓
集
云
梧
桐
副
劃
一
面
虹
距
盈
肇
蟹
（
元
和
本
、
巻
四
1
2
丁
重

（
図
）
日
本
陸
馴
は
講
倭
陸
（
欄
鞘
諾
班
）
（
一
七
〇
頁
・
玉
部
）

の
如
く
、
和
名
抄
に
従
っ
て
A
の
語
の
み
に
和
訓
を
掲
げ
て
い
る
。
他
の
1
例
は
、

（
三
二
七
百
∵
衣
部
）

⑥
（
和
）
絡
石
　
本
草
云
絡
石
一
名
領
石
詑
蘇
敬
日
此
草
萄
石
木
両
生
故
以
名
之
（
元
和
本
、

（
図
）
絡
匿
馴
ほ
一
名
領
匿
新
都
太
（
上
平
）
（
一
四
七
頁
・
石
部
）
　
絡
石
釧
㌍
適
駕
頚
票

巻
二
十
2
0
丁
表
）

（
二
九
五
頁
・
糸
部
）

で
あ
り
、
石
部
に
B
「
絡
石
」
、
A
「
領
石
」
両
語
を
標
出
し
、
先
の
8
例
の
如
く
A
の
み
に
和
訓
を
記
す
が
、
別
に
糸
部
に
も
B
「
絡
石
」

を
標
出
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
記
す
。
B
の
語
に
も
和
訓
を
掲
げ
た
例
と
な
る
。

ま
た
、
次
掲
の
如
く
、
B
の
語
を
全
く
標
出
せ
ず
、
A
の
語
の
み
を
標
出
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
掲
げ
る
例
も
1
例
見
ら
れ
る
。

⑦
（
和
）
鹿
織
　
兼
名
苑
云
絡
緯
一
名
促
織
柚
琵
大
嶋
聾
如
急
織
機
故
以
名
之
（
元
和
本
、
巻
十
九
1
9
丁
表
）

へ
図
）
促
悔
粁
豊
裾
等
痩
埋
）
（
二
九
五
頁
・
糸
部
）
（
「
絡
緯
」
は
糸
部
に
な
し
）

B
「
絡
緯
」
は
上
位
字
下
位
字
と
も
糸
部
の
字
で
あ
り
、
こ
の
語
が
図
書
寮
本
の
現
存
し
な
い
部
分
に
標
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
考
え

難
い
。
な
お
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
（
以
下
八
色
）
と
し
て
挙
列
、
標
出
字
の
声
点
略
）
　
も
和
名
抄
を
多
数
引
く
こ
と
は
周
知
の
如
く
で

あ
る
。
参
考
ま
で
に
同
書
を
掲
げ
れ
ば
、

ソ
ク
シ
ヨ
ク

八
色
）
促
織
㌶
厨
引
マ
）
根
絡
緯
同
（
前
田
本
、
上
2
3
丁
表
・
ハ
動
物
）

故
以
名
之
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（オ）

と
あ
り
、
「
絡
締
」
を
も
「
ハ
タ
ヲ
リ
メ
」
と
し
て
標
出
し
て
い
る
。

他
方
、
逆
に
図
書
寮
本
が
B
の
語
の
み
を
標
出
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
引
き
、
A
の
語
を
標
出
し
な
い
例
も
、
次
の
1
例
が
存
す
る
。

－

　

　

　

　

　

　

　

1

　

h

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

l

⑧
（
和
）
盟
由
　
雄
血
錫
食
経
云
石
紬
二
名
日
放
又
有
黒
紺
茄
諾
諸
肌
探
冊
粘
（
元
和
本
、
巻
十
六
2
1
丁
裏
）

（
図
）
黒
恒
幣
毀
加
欝
封
（
二
三
五
頁
・
土
郡
）
（
「
堅
逆
は
土
部
に
な
し
）

図
拝
寮
本
に
お
い
て
、
A
「
堅
塩
」
は
B
「
摂
塩
」
の
見
山
下
に
注
記
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
標
出
語
と
し
て
は
掲
出
さ

れ
て
い
な
い
。
B
の
語
の
み
を
標
出
す
る
例
外
的
な
例
と
な
る
が
、
和
名
抄
に
お
い
て
B
「
黒
盟
」
が
見
出
語
に
な
っ
て
い
る
点
が
関
わ
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔
第
三
塑
「
［
回
∪
図
一
云
日
「
日
田
又
鼎
甘
口
亡
等
（
3
例
）

（8）

3
例
中
2
例
は
、
図
押
寮
本
が
A
、
B
両
語
を
標
山
し
、
A
の
語
の
み
に
和
訓
を
引
く
と
い
う
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

⑨
（
和
）
大
口
持
　
唐
令
云
慶
宰
無
知
四
人
白
線
布
大
口
袴
仙
課
択
一
云
刻
矧
（
元
和
本
、
巻
十
二
2
1
丁
姦
）

（
凶
）
大
口
博
所
接
抹
班
詔
平
泉
博
里
往
…
二
六
U
∵
衣
郎
）

⑲
（
和
）
射
l
宗
　
唐
令
云
川
論
捕
縛
帖
織
鵠
瑠
豊
撒
欺
瞞
肘
㍑
也
（
以
下
略
）
（
元
和
本
、
巻
四
3
丁
表
）

（
凶
）
射
語
結
露
艶
郁
那
鵜
鵠
・
頑
里
仕
損
㌫
（
三
八
甲
土
部
）

他
の
1
例
は
、
A
の
語
の
み
を
標
Ⅲ
1
1
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
、

⑪
（
和
）
間
衣
　
悟
式
云
三
品
以
上
若
遇
雨
拙
著
両
衣
軋
間
至
殿
門
前
削
瓢
鵠
諜
措
群
議
衣
（
元
和
本
、
巻
十
四
1
9
丁
裏
）
．

（
図
両
膳
所
川
端
¶
（
三
二
七
r
f
・
衣
郎
）
（
「
油
衣
」
は
水
部
、
衣
部
に
な
し
）

の
例
で
あ
る
。
因
み
に
」
三
巻
本
色
共
字
類
抄
で
は
、

ノ
コ

（
色
）
雨
衣
7
マ
キ
ス
抽
衣
川
（
前
田
本
、
下
3
2
丁
衷
・
ア
雑
物
）

と
し
て
お
り
、
「
柚
衣
」
を
も
「
ア
マ
キ
ヌ
」
と
し
て
標
出
し
て
い
る
。

〔
第
四
類
〕
「
［
回
〕
閻
凶
（
ハ
）
同
日
甘
」
（
4
例
）



6
る

すと典
）
出
本

を
　
山

抄
（
果
て

類
　
い

名
　
つ

和
に
る
法
け
取
お
　
損

に
　
の

抄
訓
義
和
名緊類

4
例
中
2
例
は
、
図
書
寮
本
が
A
、
B
両
語
を
標
出
し
、
A
の
語
の
み
に
和
訓
を
引
く
と
い
う
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

⑫
（
和
）
柱
礎
　
唐
箪
竃
撃
朗
萬
離
以
柱
礎
也
磁
針
柱
下
石
也
（
元
和
本
、
巻
十
1
2
丁
衣
）

（
図
）
柱
礎
川
云
壷
　
構
i
訓
鑑
畔
許
禎
量
崇
竃
、
（
一
五
二
・
一
五
三
真
・
石
部
）

⑬
（
和
）
青
礪
　
唐
韻
云
風
刺
経
世
甥
瑚
矧
石
也
（
元
和
本
、
巻
十
五
1
7
丁
善

人
図
）
青
礪
　
鑑
諦
認
諾
這
酢
朝
孟
（
一
四
九
頁
・
石
部
）

但
し
、
⑬
は
B
「
青
礪
」
を
無
注
（
和
名
抄
出
典
以
外
の
注
記
も
全
く
無
し
）
　
で
標
田
し
た
上
、

寮
本
が
標
出
し
て
い
る
⑫
「
柱
礎
」
、
⑬
「
青
礪
」
は
、
い
ず
れ
も
和
名
抄
の
注
記
「
A
　
（
ハ
）

名
抄
の
見
出
語
を
採
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

A
「
艦
甜
」
を
続
け
る
。
ま
た
、
図
書

B
也
」
の
B
を
採
っ
た
と
い
う
よ
り
和

他
の
2
例
は
、
次
掲
の
如
く
、
A
の
語
の
み
を
標
出
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
も
の
で
あ
る
。

⑩
（
和
）
玉
楓
　
唐
韻
云
利
鑑
語
到
剋
也
（
以
下
略
）
（
元
和
本
、
巻
十
四
1
丁
埜

（
図
）
凪
撼
鎧
欄
頂
牟
毛
乃
（
一
六
三
頁
・
玉
部
）
（
「
玉
楓
」
は
玉
部
に
な
し
）

（9）
右
例
で
は
、
B
「
玉
現
」
は
和
名
抄
の
見
出
語
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
図
西
寮
本
は
こ
れ
を
標
出
し
て
い
な
い
。

〔
第
五
類
〕
「
［
回
∪
（
ハ
）
口
∪
也
…
［
回
∪
因
」
（
2
例
）

2
例
と
も
、
次
掲
の
如
く
、
図
書
寮
本
は
A
の
語
の
み
を
標
出
し
、
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
。

⑮
（
和
）
塵
攻
　
兼
名
苑
注
云
培
地
冠
塵
填
也
孫
憶
云
塵
竣
柚
㌍
冊
揚
土
也
（
箋
注
本
、
巻
一
6
0
丁
表
）

（
図
）
塵
壌
剛
は
譜
E
上
）
（
二
二
三
頁
・
土
部
）
　
（
「
地
建
」
は
土
部
に
な
し
）

因
み
に
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
は
、

八
色
）
撃
リ
填
（
境
地
伺
（
前
田
本
、
上
6
5
丁
表
・
チ
地
儀
）

と
し
て
い
る
。



るすと典
）
山
本
を
　
山

抄
（

来
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
取

お
　
頂

に
　
の

抄
訓
雅
和
名策机

7

〔
竺
ハ
塑
「
［
回
∪
因
…
甘
口
ヒ
「
同
∪
…
［
回
〕
囚
」
等
（
7
例
）

第
六
煩
と
し
た
も
の
は
、
和
名
抄
に
お
い
て
、
第
一
新
か
ら
第
五
類
の
よ
う
に
口
∪
と
固
∪
と
を
直
接
結
附
け
る
「
〓
至
等
の

字
句
は
見
ら
れ
な
い
が
、
類
義
関
係
の
語
と
し
て
、
口
∪
、
同
∪
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

同
∪
と
し
て
は
校
数
柾
の
語
が
並
ぶ
こ
と
が
多
い
。

7
例
の
内
、
固
持
梁
本
が
A
、
B
両
語
を
標
山
す
る
の
は
、

⑮
（
和
）
賞
布
　
班
嬰
石
梢
m
刷
布
名
也
㍍
式
云
控
布
盟
弾
指
無
難
Ⅷ
（
元
和
本
、
巻
十
二
1
7
丁
表
）

（
凶
）
賞
怪
缶
距
離
里
描
無
㍑
晶
鮮
紅
（
二
七
八
㍍
・
巾
郎
）
　
鵜
川
曇
蒜
回
（
二
八
三
頁
・
巾
部
）

⑳
（
和
）
五
　
四
野
字
苑
云
玉
柚
獲
舶
欝
几
志
）
坊
石
也
北
名
苑
云
球
琳
識
狼
坪
譜
現
堵
識
碗
攻
議
甘
美
玉
名
也
（
元
和
本
、
巻
十
一

1
8
丁
衣
）

（
図
）
自
性
馴
鏡
鋸
用
翔
望
二
五
八
r
f
・
五
郎
）
（
標
山
語
「
玉
」
に
は
和
名
抄
を
引
か
ず
）

球
琳
川
宗
竺
二
一
六
〇
r
f
）
　
哩
盈
軍
　
（
一
六
六
真
）
　
現
堵
聖
璃
（
一
六
五
頁
）
．
坑
攻
川
云
葺
＝
（
一
六
一
頁
・
以

上
五
郎
）

（川）

等
の
3
例
で
、
い
ず
れ
も
和
訓
は
A
の
蟻
…
の
み
に
引
か
れ
る
。
こ
の
内
⑳
は
、
第
一
類
の
②
と
も
関
わ
っ
て
状
況
は
複
雑
で
あ
る
が
、
和

名
抄
の
「
和
名
上
同
」
、
図
持
梁
本
の
「
禾
－
与
県
珠
同
」
を
、
い
ず
れ
も
和
訓
「
之
良
太
麻
」
と
同
等
に
考
え
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。

こ
れ
ら
の
吻
合
、
B
の
語
が
聞
押
梁
本
に
持
出
さ
れ
て
は
い
る
が
（
但
し
⑳
に
つ
い
て
は
図
書
寮
本
は
標
出
語
「
玉
」
に
は
和
名
抄
を

引
か
な
い
）
、
囲
持
梁
本
の
B
の
弼
…
の
注
記
内
容
か
ら
は
、
⑳
B
「
梢
」
に
「
佐
与
英
乃
沼
能
」
、
⑫
B
「
球
琳
」
「
浪
拝
」
「
現
堵
」
「
琉
色

に
「
之
良
太
麻
」
の
和
訓
が
当
る
可
能
性
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
第
一
鮪
か
ら
第
三
類
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
③
で
、
図

持
無
本
が
B
「
酸
某
」
に
対
し
て
「
川
云
一
名
洛
神
珠
」
と
い
う
参
照
注
記
の
役
割
を
も
宥
す
る
注
記
を
施
し
て
い
て
、
間
接
的
に
「
保
≧

（〓）

那
岐
」
の
和
訓
を
引
山
せ
る
の
と
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
固
持
梁
本
が
和
名
抄
の
注
記
を
忠
実
に
引
用
す
る
こ
と
か
ら



るすと典
）
出
　
本

を
　
山

抄
　
（

果
　
て

煩
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
損

に
　
の

抄
　
訓

義
　
和

名東類

必
然
的
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
後
述
の
、
名
裁
抄
改
銅
後
に
お
け
る
相
名
抄
川
典
の
相
調
の
追
捕
の
間
題
と
も
関
わ
っ
て
来
て
、
注

意
さ
れ
る
。

な
お
、
「
球
琳
」
「
浪
坪
」
「
現
堵
」
「
琉
碩
」
に
「
白
玉
」
の
和
訓
「
之
良
太
麻
」
が
当
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
語
義
か
ら
考
え
て
そ
れ

自
体
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
で
は
、

八
色
）
珠
幣
聖
玉
同
球
琳
欝
同
覗
碓
同
（
群
同
（
前
田
本
、
下
掴
丁
表
・
シ
雑
物
）

の
如
く
、
「
玉
」
を
含
め
、
B
の
語
総
て
に
「
シ
ラ
タ
マ
」
を
当
て
て
い
る
（
但
し
「
白
玉
」
は
標
出
し
て
い
な
い
）
。

第
六
類
の
内
、
他
の
4
例
は
、
図
書
寮
本
が
A
の
語
の
み
を
標
出
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
も
の
で
あ
る
。

⑳
（
和
）
矧
劃
　
周
踵
注
云
墓
指
摘
盟
塚
塵
地
也
廣
雅
云
塚
坐
諸
葬
地
也
方
言
云
墳
望
塑
別
納
並
塚
名
也
（
元
和
本
、
巻
十
四
2
1
丁
姦
）

（
図
）
墓
撃
㌫
謂
r
）
（
二
二
九
頁
・
土
部
〓
「
墳
墓
」
「
塚
至
は
土
部
に
な
し
。
「
墳
」
「
竺
「
壕
」
は
和
名
抄
を
引
か
ず
）

（12）
右
例
で
は
、
図
書
寮
本
に
「
墳
」
「
塑
」
「
塚
」
の
標
出
語
は
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
和
名
抄
は
引
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
和
名
抄
と

の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
標
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
準
じ
て
考
え
た
。
「
墳
墓
」
「
塚
坐
」
は
全
く
標
出
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
第
七
類
〕
「
甲
・
間
∪
囚
」
（
B
は
単
字
、
A
は
B
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
〓
5
例
）

第
七
類
、
第
八
類
は
、
和
名
抄
に
お
い
て
、
A
と
B
と
の
語
の
一
方
が
単
字
、
他
方
は
そ
れ
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
の
も
の
で
あ
り
、

熟
字
に
対
す
る
注
を
も
っ
て
単
字
を
説
明
し
た
り
、
逆
に
単
字
に
対
す
る
注
を
も
っ
て
熟
字
を
説
明
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
六
類

に
属
す
る
ト
も
考
え
得
る
が
、
レ
ベ
ル
の
相
違
を
考
え
て
別
類
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
A
が
熟
字
で
B
が
単
字
の
も
の
を
第
七
類
と
し

た
。第
七
類
の
5
例
の
内
、
図
書
寮
本
が
A
、
B
両
語
を
標
出
す
る
の
は
、

⑳
（
和
）
淀
洞
　
唐
韻
云
爛
盟
翳
措
空
也
（
以
下
略
）
　
（
元
和
本
、
巻
十
六
7
丁
裏
）

（
図
）
洞
川
云
蒜
　
瀞
厘
謹
報
（
二
三
三
頁
・
土
部
）



るすと典
　
）

山
　
本

を
　
山

抄
　
（

果
　
て

難
　
い

名
　
つ

n

u

　

．

、

一
井
4
　
－
－

る
　
法

け
　
取

お
　
頂

に
　
の

抄
　
訓

喪
　
和

名来期
9

等
2
例
で
あ
り
、
定
石
通
り
A
の
語
の
み
に
和
訓
を
引
く
。
こ
の
場
合
も
第
六
類
と
同
じ
く
、
図
書
寮
本
の
注
記
は
、
B
「
洞
」
に
A
「
淀

洞
」
の
和
訓
「
由
賀
」
が
当
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

他
の
3
例
は
、
図
拝
寮
本
が
A
の
語
の
み
を
標
出
し
て
、
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
も
の
で
あ
る
。

⑳
（
和
）
舷
密
．
説
文
云
柁
郡
胱
㈹
鵠
描
前
線
於
撃
也
（
箋
注
本
、
巻
六
5
5
丁
裏
）

（
図
）
底
串
馴
船
舶
甜
齢
（
上
上
上
上
葦
二
三
一
五
封
・
糸
郎
）
　
（
標
出
語
「
綻
」
に
は
和
名
抄
を
引
か
ず
）

〔
第
八
塑
「
［
回
〕
…
回
国
」
（
A
は
単
字
、
B
は
A
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
）
（
8
例
）

こ
の
類
で
は
、
和
名
抄
に
お
い
て
、
B
の
熟
字
は
い
ず
れ
も
見
山
語
と
し
て
の
み
出
現
し
、
注
文
中
に
は
現
れ
な
い
。

8
例
の
内
、
図
持
寮
本
が
A
、
B
両
語
を
標
山
す
る
の
は
、

⑳
（
和
〉
矧
　
陛
詞
日
衿
紺
措
酬
畑
小
粋
也
（
以
下
略
）
（
元
和
本
、
巻
十
二
2
4
丁
重

（
凶
）
衿
（
冊
）
翫
炉
一
也
描
斬
（
二
七
九
㍍
・
巾
部
）
　
衿
用
㌍
酌
牒
千
比
肢
於
比
三
上
上
嵩
〉
（
三
三
一
頁
・
衣
部
）

の
1
例
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
A
、
B
両
譜
に
和
訓
を
引
い
て
お
り
、
第
七
難
ま
で
の
定
石
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

他
の
7
例
の
内
2
例
は
、
次
相
の
如
く
、
A
の
埴
字
の
み
を
標
山
し
て
、
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
。

⑳
（
和
）
鮒
耐
　
唐
塾
右
脚
棚
糾
鵠
描
純
綿
篤
柵
也
（
元
和
本
、
巻
十
二
2
4
丁
重

（
甲
解
聖
転
調
盟
座
完
（
三
二
一
㍍
・
糸
郎
）
　
（
「
糾
柵
」
は
糸
郡
、
巾
部
に
な
し
）

一
方
、
B
の
熟
字
の
み
を
持
田
す
る
も
の
も
、

⑳
（
和
）
嘲
矧
　
冊
蒜
芸
細
部
侶
憎
小
梗
敢
也
（
元
和
本
、
肇
ニ
㌶
丁
杢

（
囲
）
淋
病
川
j
班
獲
据
頂
（
四
七
r
f
・
水
郎
）
　
（
「
淋
」
の
単
字
楯
山
は
水
部
に
な
し
）

等
3
例
あ
り
、
そ
こ
に
和
訓
を
引
く
。
こ
の
よ
う
に
、
B
の
語
の
み
を
標
出
す
る
例
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
、
第
七
類
ま
で
と
は
異
な
っ

て
い
る
。



10

るすと相
和

を
　
山

抄
（
果
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
取
お
摂

に
　
の

抄
訓
義
和
名麦類

残
り
の
1
例
は
、
状
況
が
複
雑
で
あ
る
の
で
説
明
を
省
略
す
る
。

〔
第
九
類
〕
「
［
回
血
因
」
「
同
国
夙
凶
」
（
A
は
単
字
、
B
は
A
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
）
（
5
例
）

第
九
類
は
、
和
名
抄
に
お
い
て
、
和
訓
が
直
接
に
は
、
熟
字
に
対
す
る
も
の
か
単
字
に
対
す
る
も
の
か
が
判
然
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
第
八
類
ま
で
の
A
の
語
と
B
の
語
と
の
対
立
関
係
と
は
、
多
少
趣
が
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て

和
訓
の
取
上
げ
方
に
差
異
が
生
じ
得
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
、
名
義
抄
改
編
後
に
お
け
る
和
名
抄
出
典
の
和
訓
の
追
補
と
の
関
わ
り
が

出
て
来
る
。

5
例
の
内
、
図
書
寮
本
が
熟
字
、
単
字
の
両
語
を
標
出
す
る
の
は
、

⑳
（
和
）
臨
涯
　
病
源
論
云
臨
涯
詫
託
小
便
滴
涯
也
（
元
和
本
、
巻
三
2
2
丁
裏
）

へ
図
）
渡
川
云
－
歴
　
臨
唐
禦
曇
縄
川
山
野
）
（
五
〇
頁
・
水
部
）

等
2
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
熟
字
の
み
に
和
訓
を
引
く
。

他
の
3
例
の
内
2
例
は
、

⑳
（
和
）
海
　
（
中
略
）
日
本
紀
私
記
云
（
中
略
）
沿
洪
棚
釦
欝
乎
（
箋
注
本
、
巻
一
4
7
丁
裏
）

（
図
）
治
涙
は
崇
甜
臨
柵
㌃
悪
要
望
（
℃
あ
。
）
中
上
）
（
五
頁
・
水
部
）

の
如
く
、
熟
字
の
み
を
標
出
し
、
そ
こ
に
熟
字
訓
と
し
て
和
訓
を
引
く
が
、
単
字
に
対
す
る
注
（
昔
注
の
み
）
を
も
併
記
す
る
も
の
で
あ

る
。残
り
の
1
例
は
、

⑳
（
和
）
樹
汁
　
蘇
敬
本
草
云
桧
音
鵠
語
収
松
枝
焼
其
上
承
取
汁
之
名
也
（
元
和
本
、
巻
二
十
3
3
丁
裏
）

（
図
）
溝
馴
㌍
㌍
訝
折
詰
孟
（
。
。
空
）
（
四
一
頁
・
水
部
）

と
、
逆
に
単
字
の
み
を
標
出
し
、
そ
の
単
字
に
対
す
る
注
（
音
注
の
み
）
を
引
く
が
、
更
に
熟
字
を
注
文
中
に
掲
出
し
て
和
訓
を
引
く
も



るすと典
）

山
　
本

を
　
山

抄
　
（

果
　
て

煩
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
頂

に
　
の

抄
　
別

尭
　
和

名果斬

（13）

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
根
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
に
上
っ
た
5
例
で
は
、
図
書
寮
本
は
い
ず
れ
の
和
訓
も
熟
字
に
対
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

以
上
、
和
名
抄
に
お
け
る
形
態
に
従
っ
て
、
第
一
類
か
ら
第
九
煩
に
分
け
て
検
討
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
分
類
は
必
ず
し
も
厳
密
な
も

の
で
は
な
く
、
特
に
第
四
、
五
、
六
類
で
は
、
と
の
範
囲
ま
で
こ
の
分
難
と
し
て
取
上
げ
る
か
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
た
め
、
用
例
数

は
多
少
変
動
し
得
る
。
ま
た
、
和
名
抄
に
お
い
て
、
見
山
語
に
A
の
語
が
来
る
場
合
、
B
の
語
が
来
る
場
合
等
が
あ
っ
て
、
⑧
⑫
⑬
⑳
や

第
八
類
に
お
い
て
若
干
触
れ
た
如
く
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
も
更
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
検
討
に

よ
り
、
間
固
持
寮
本
は
A
の
語
と
B
の
語
と
の
両
者
を
標
山
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
場
合
も
和
訓
は
概
し
て
A
の
語
の
み
に
掲
げ
る

と
い
う
傾
向
の
あ
る
こ
と
、
佃
A
の
語
の
み
を
標
山
し
て
そ
こ
に
和
訓
を
掲
げ
、
B
の
語
を
標
山
し
な
い
と
い
う
場
合
が
次
い
で
多
い
こ

と
、
㈱
そ
の
他
に
も
和
訓
、
標
山
語
の
探
り
方
に
幾
つ
か
の
刑
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

三
、
観
智
院
本
に
お
け
る
、
原
挟
本
か
ら
の
和
名
類
賢
抄
出
典
の
和
訓
の
受
容
法
に
つ
い
て

名
益
抄
の
改
桐
本
は
、
原
撲
本
の
和
訓
の
殆
ど
を
取
入
れ
た
上
、
更
に
多
く
の
和
訓
を
増
補
し
て
成
立
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
原
撰
本

に
探
ら
れ
て
い
る
和
名
抄
の
和
訓
も
、
そ
の
殆
ど
が
餌
智
院
本
を
始
め
と
す
る
改
絹
本
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
後
に
検
討
す
る

如
く
、
餌
竹
院
本
に
は
、
改
舶
後
に
更
に
追
補
さ
れ
た
和
名
抄
出
典
の
和
訓
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
改
絹
後
の
迫
補
訓
に

つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
親
御
院
本
が
、
原
状
本
に
採
ら
れ
て
い
る
和
名
抄
の
和
訓
を
ど
の
よ
う
に
取
入
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
概

（〓）

略
検
出
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
や
は
り
、
先
の
凶
持
梁
本
と
和
名
抄
と
の
比
較
に
お
い
て
視
点
に
し
た
、
A
の
語
と
B
の
語
と
の
対

を
間
題
に
す
る
。

先
の
検
肘
に
お
い
て
、
凶
押
梁
本
（
原
挑
本
）
　
に
お
い
て
は
、
和
名
抄
の
A
の
語
と
B
の
語
と
の
両
者
を
標
出
し
て
、
A
の
語
の
み
に

和
訓
を
引
く
吻
合
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
観
智
院
本
で
は
、
そ
れ
ら
の
語
と
和
訓
と
を
ど
う
継
承
し
て
い
る
の
で
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るすと典
）
出
本
を
山
抄
（
果
て

類
　
い

名
　
つ

和
に
る
法
け
取
お
摂

に
　
の

抄
訓
義
和
名東類

あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
観
智
院
本
で
は
、
A
の
語
は
無
論
の
こ
と
、
B
の
語
に
対
し
て
も
A
に
附
さ
れ
た
和
訓
を
当
て
て

掲
げ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、

⑳
摘
一
鵠
接
戦
鍔
⊥
縛
癖
胱
礪
註
五
八
苧
玉
部
）
（
先
掲
②
を
も
参
照
）

⑳
（
図
）
水
圧
禦
酔
頂
（
一
五
八
百
∵
玉
部
）
　
月
陰
完
封
甑
措
班
（
〓
ハ
五
百
∵
玉
部
）

（
観
）
水
陸
が
ル
事
）
（
法
中
三
云
）
　
月
恒
が
鎚
が
二
法
中
二
四
頁
）

の
如
く
で
あ
る
。
図
書
寮
本
の
⑳
「
禾
－
与
眞
珠
」
⑳
「
一
名
月
珠
」
が
、
観
智
院
本
で
は
夫
々
、
和
訓
「
シ
ラ
タ
マ
」
「
水
ト
ル
タ
マ
」

に
置
換
え
ら
れ
て
い
る
。

但
し
、
A
の
語
と
B
の
語
と
が
連
続
し
て
標
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
観
智
院
本
に
お
い
て
は
、
次
掲
以
降
の
和
訓
は
「
同
」
を
も
っ
て

示
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

⑳
入
園
）
大
口
恒
市
報
＝
捕
塩
輔
云
苧
末
恒
里
は
（
三
三
六
頁
・
衣
部
）
（
先
掲
⑨
を
も
参
照
）

（
観
）
大
口
袴
事
鞍
艶
）
　
表
恒
同
（
法
中
一
五
一
頁
）

⑳
（
図
）
天
恒
馴
云
短
最
下
漢
恒
頚
－
河
銀
唾
薔
短
齢
訂
賀
波
（
七
頁
・
水
部
）

（
平
甲
平
上
平
）

（
観
）
天
恒
ア
マ
ノ
カ
ハ
漢
悔
同
銀
恒
同
〈
法
上
一
頁
）

の
如
く
、
A
の
語
、
B
の
語
に
拘
ら
ず
「
同
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
同
」
は
単
に
前
掲
の
和
訓
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
和
訓

と
同
等
に
争
え
て
良
い
。
即
ち
、
⑳
㊨
の
如
き
例
も
、
⑳
⑳
の
如
き
例
と
同
列
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
B
の
語
の
注
記
を
和
訓
相
当
と
見
倣
し
て
、
実
際
の
和
訓
に
置
換
え
る
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
、
B
の
語
に
原

撰
本
の
注
記
の
ま
ま
を
掲
げ
て
、
和
訓
に
置
換
え
て
い
な
い
も
の
も
散
見
す
る
。

⑳
（
図
）
日
本
恒
馴
ほ
講
倭
怪
預
捷
閉
）
（
一
七
〇
頁
・
玉
部
）
（
先
掲
⑤
を
も
参
照
）

（
観
）
日
本
恒
愉
詔
倭
恒
鰐
祝
事
）
（
法
中
二
五
百
）



るすと
L
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．
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）

山
　
本

を
　
山

抄
　
（

棄
　
て

難
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
摂

に
　
の

抄
　
訓

苑
和
名焚析

3

⑳
（
図
）
后
衣
〈
川
云
）
一
千
・
よ
恒
婁
群
雄
植
頭
二
四
七
百
・
石
部
）
石
恒
（
川
云
）
一
岩
鼻
（
三
二
七
頁
・
衣
部
）

（
観
）
匡
衣
鮮
督
鰐
T
）
匿
髪
l

可
（
法
中
二
三
重
石
隆
一
套
婁
（
法
中
二
二
六
喜

⑬
は
、
二
つ
の
方
式
が
混
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

他
に
も
若
干
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
存
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
⑳
～
⑳
が
典
型
的
な
例
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。

尤
も
、
以
上
は
、
上
述
第
一
類
か
ら
第
三
煩
に
掲
げ
ら
れ
た
、
図
書
寮
本
の
B
の
語
の
注
記
か
ら
B
の
語
に
も
A
の
和
訓
が
当
り
得
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
例
の
場
合
で
あ
る
。
第
六
煩
や
第
七
類
に
掲
げ
ら
れ
た
例
の
よ
う
に
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
に
お
・
い
て
は
、

⑳
（
図
〉
貿
怪
壁
棺
描
謂
郁
勘
聖
芸
（
二
七
八
真
・
巾
郎
）
皆
川
至
与
持
（
二
八
三
頁
・
巾
部
）
（
先
掲
⑯
を
も
参
照
）

（
轡
代
価
請
酎
㌢
（
法
中
二
○
憂
帝
妄
相
（
法
中
一
〇
八
喜

⑳
（
園
）
自
性
豊
野
が
太
竺
霊
l

｛
蔓
）
（
一
五
八
憂
球
琳
川
云
諾
。
二
一
六
〇
喜
浪
汗
撃
（
一
六
六
頁
）

現
場
聖
刊
（
〓
ハ
五
真
）
琉
攻
川
云
註
二
二
一
六
一
真
∴
以
上
玉
部
）
（
先
掲
②
⑫
⑳
を
も
参
照
）

（
玉
）

八
秒
自
王
事
〃
計
）
（
法
中
二
ニ
室
球
琳
招
。
嘉
等
（
法
中
二
〇
寅
）
．
現
叶
早
三
（
法
中
一
九
頁
）

成
規
霊
護
（
法
中
一
四
婁
（
「
境
域
」
は
標
出
さ
れ
ず
。
単
字
「
堀
」
「
堵
」
は
標
出
さ
れ
る
も
い
ず
れ
も
和
訓
な
し
）

の
如
く
、
B
の
語
（
⑳
「
帝
」
、
⑳
「
球
琳
」
他
）
に
対
し
て
A
の
和
訓
（
⑳
「
サ
ヨ
ミ
ノ
ヌ
ノ
」
、
⑳
「
シ
ラ
タ
マ
」
）
を
当
て
て
は
い

な
い
。
こ
の
点
も
注
意
さ
れ
る
。

以
上
の
他
、
原
排
本
が
A
の
語
の
み
を
標
山
す
る
場
合
、
B
の
語
の
み
を
標
田
す
る
場
合
等
に
つ
い
て
も
検
討
の
要
が
あ
る
が
、
今
回

は
省
略
す
る
。

な
お
、
凶
押
梁
本
と
餌
智
院
本
と
を
対
比
す
る
と
、
観
智
院
本
の
和
名
抄
出
典
と
見
ら
れ
る
熟
字
訓
の
中
に
、
図
書
寮
本
に
登
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、
し
か
も
上
述
⑳
～
◎
の
如
く
原
撲
本
の
注
記
を
和
訓
に
置
換
え
た
と
は
考
え
雉
い
も
の
が
若
干
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
名
義

抄
改
粛
時
、
若
し
く
は
改
編
後
に
和
名
抄
よ
り
追
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
言
及
し
た
い
。



4

四
、
観
智
院
本
に
お
け
る
、
改
編
後
に
追
補
さ
れ
た
和
名
類
賢
抄
出
典
の
和
訓
に
つ
い
て

るすと典
）
出
　
本

を
　
山

抄
　
（

果
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
損

に
　
の

抄
　
訓

義
　
和

名衆類

（1）

冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
改
絹
本
の
一
本
で
あ
る
観
智
院
本
宅
登
載
さ
れ
て
い
る
和
名
抄
出
典
と
見
ら
れ
る
和
訓
の
中
に
は
、
改
編
本
の

別
の
一
本
で
あ
る
蓮
成
院
本
に
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
和
訓
は
、
名
義
抄
が
原
撰
本
を
基
に
改
編
さ
れ
て

改
編
本
が
成
立
し
た
（
本
稿
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
み
「
改
桐
」
と
い
う
語
を
用
い
る
）
以
後
に
、
改
編
本
の
或
る
一
本
に
お
い
て
迫
補

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
言
わ
ば
追
捕
本
が
、
餌
智
院
本
（
高
山
寺
本
、
西
念
寺
本
も
同
）
　
の
祖
本
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
改
編
本
に
は
、
既
に
原
撰
本
を
通
し
て
和
名
抄
の
和
訓
が
多
量
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
ど
の
よ
う
な
和
名
抄
の

和
訓
が
迫
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
観
智
院
本
に
つ
い
て
、
そ
の
迫
補
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
和
名
抄
出
典
の
和
訓
が
、
和

名
抄
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
言
換
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
迫
補
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し

て
、
検
討
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
和
名
抄
出
典
で
あ
る
と
い
う
認
定
が
行
い
易
い
熟
字
訓
に
限
定
し
て
、
そ
の
内
、
蓮
成
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
も

（15）の
（
即
ち
こ
れ
が
迫
補
訓
と
な
る
）
を
、
和
名
抄
と
対
照
す
る
。
そ
の
際
、
出
所
と
な
っ
て
い
る
和
名
抄
の
条
を
、
先
の
検
討
と
同
じ
く

第
一
類
か
ら
第
九
類
に
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
に
観
智
院
本
を
突
合
せ
る
方
法
を
採
り
、
こ
こ
で
も
A
の
語
、
B
の
語
と
い
う
点
に
注
目

し
た
い
。
な
お
、
総
て
彿
上
・
備
中
・
僧
上
・
僧
中
・
僧
下
の
例
で
あ
っ
て
、
図
書
寮
本
に
対
応
部
分
が
現
存
し
な
い
た
め
、
岡
本
と
の

比
較
は
行
え
な
い
。

〔
第
一
類
〕
「
［
回
∪
因
…
日
別
名
同
」
「
口
∪
個
…
［
回
∪
訓
l
司
」
等
（
3
例
）

⑳
（
和
）
婦
人
　
日
本
紀
私
記
云
手
弱
到
地
相
矧
軋
（
箋
注
本
、
巻
一
8
3
丁
重



るすと
h
H
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）

山
　
本

を
　
山

抄
　
（

焚
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
鍋

に
　
の

抄
　
訓

戴
和
名架規

5

t
l

（
観
1
）
女
人
寵
臣
）
（
備
中
六
百
・
女
郎
）
　
　
（
す
り
〇
　
八
準
〇

八
観
2
）
廃
人
へ
タ
ワ
ヤ
メ
（
彿
中
二
二
貫
・
女
郎
）
　
（
卒
○
　
（
響
×

右
で
、
（
観
2
）
と
し
た
「
婦
人
タ
ワ
ヤ
メ
」
が
蓮
成
院
本
に
登
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
追
捕
訓
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
（
観
1
）
　
の
「
女

人
タ
ワ
ヤ
メ
」
は
、
原
撲
本
よ
り
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
の
挙
例
も
、
こ
の
よ
う
な
方
式
に
よ
っ
て
行
う
。

こ
こ
で
、
和
訓
の
附
さ
れ
た
語
が
、
和
名
抄
に
お
い
て
A
で
あ
る
か
B
で
あ
る
か
を
見
る
と
、
（
観
1
）
　
の
原
撰
本
よ
り
継
承
さ
れ
た

和
訓
が
A
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
（
餌
2
）
　
の
追
捕
訓
は
B
で
あ
り
、
他
の
2
例
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
⑳
で
は
、
原
撰
本
に
お
い
て

B
「
婦
人
」
は
標
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
標
出
さ
れ
て
い
て
も
定
石
通
り
和
訓
は
引
か
れ
ず
、
改
編
時
に
も
和
訓
が
当
て
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
、
後
に
和
名
抄
に
よ
っ
て
追
捕
し
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
第
六
類
ま
で
は
、
総

て
B
の
語
に
対
す
る
和
訓
の
追
捕
で
あ
る
。

〔
第
二
類
〕
「
［
回
∪
一
且
＝
回
∪
因
」
百
円
甘
凰
回
〕
因
」
等
（
3
例
）

⑳
（
和
）
臓
器
　
軌
武
疏
云
漆
銅
矧
俗
吼
拙
矧
矧
三
字
刷
甥
（
元
和
本
、
巻
十
四
6
丁
衷
）

（
餌
1
）
庸
抑
圧
カ
ワ
タ
シ
ケ
（
彿
上
六
三
r
f
・
E
郎
）
　
（
㊥
○
　
（
響
○

（
観
2
〉
臓
器
、
カ
，
ク
シ
ケ
（
体
中
四
六
r
f
・
口
郡
）
　
　
　
（
高
〉
〇
　
八
迎
）
×

口
頭
に
掲
げ
た
①
「
戊
星
7
カ
ホ
シ
」
も
第
二
机
の
例
で
あ
る
。

〔
聖
一
巻
「
［
回
〕
図
二
云
甘
口
ヒ
「
［
回
∪
囚
又
皿
届
〓
亡
等
（
2
例
）

⑳
（
和
）
姑
　
翻
雅
云
夫
之
付
目
貼
誹
蛇
没
則
目
先
貼
（
元
机
本
、
肇
一
2
0
丁
重

外
貼
　
附
雅
云
妻
之
母
篤
外
的
課
禦
㌣
覧
〓
石
矧
也
（
以
下
略
）
（
同
右
2
1
丁
表
）

（
餌
l
V
外
（
柄
）
シ
ウ
ト
メ
（
体
中
一
五
r
f
・
女
郎
）
　
（
ぴ
×
　
（
響
〇

八
餌
2
）
｛
机
）
撃
㍗
二
体
中
二
二
H
・
女
郎
）
　
　
（
㊥
○
　
（
嬰
×



16

るすと典一
一
．
一
P
、
…

一一一間…
…

麦類

右
例
で
は
（
観
1
）
「
外
姑
シ
ウ
ト
メ
」
が
描
山
寺
本
に
見
ら
れ
な
い
点
に
疑
間
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
々
存
在
し
て
い
た
も
の
が
、
現
存

（柑）

の
高
山
寺
本
に
至
る
過
程
で
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

〔
第
四
類
〕
「
口
∪
因
（
ハ
）
同
∪
也
」
（
2
例
）

⑳
（
和
）
炭
鈎
　
陸
詞
切
軍
石
矧
誓
措
副
釧
也
（
元
和
本
、
巻
十
五
1
6
丁
重

（
観
1
）
俗
譜
力
欄
（
呼
等
望
ハ
シ
（
佃
上
一
二
四
H
・
企
部
）
　
（
導
〇

八
観
2
）
炭
儀
ス
ミ
カ
キ
（
僧
上
二
五
頁
・
金
部
）
　
　
　
（
導
×

⑳
（
和
）
自
　
説
文
云
官
据
蜘
名
首
位
也
（
元
和
本
、
巻
十
三
1
2
丁
重

（
観
1
）
官
猛
勇
社
業
濁
望
（
備
中
二
七
頁
・
肉
部
）

（
観
2
）
首
庖
カ
7
ト
（
僧
上
二
五
百
・
金
郡
）
　
（
響
×

⑲
で
は
、
蓮
成
院
本
に
（
観
1
）
「
田
カ
フ
ト
」
の
対
応
部
分
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
岡
本
に
お
け
る
存
否
を
確
認
で
き
な
い
が
、
恐

ら
く
は
達
成
院
本
に
も
有
り
、
原
撲
本
か
ら
継
承
さ
れ
た
和
訓
で
あ
ろ
う
。

〔
第
五
類
〕
「
［
回
目
二
ハ
）
口
∪
也
…
［
回
∪
因
」
－
廿
l
伊
u
）

㊤
（
和
）
的
牛
　
山
海
経
注
云
蚊
螺
聖
的
牛
也
本
革
石
鯛
牛
鮎
諜
梱
名
貌
似
航
喩
背
負
殻
耳
（
元
和
本
、
巻
十
九
2
0
丁
埜

（
観
1
）
悔
牛
禦
酌
男
等
豊
里
）
（
僧
下
三
景
・
虫
部
）
　
（
蓮
）
〇

八
観
2
）
雌
蝶
鬱
鋸
酎
）
（
僧
下
四
〇
頁
・
虫
部
）
　
　
　
　
　
（
蓮
）
×

〔
第
六
類
〕
「
［
回
〕
国
・
・
間
口
ビ
「
同
∪
…
口
∪
囚
」
等
－
庵
佃
）

⑫
（
和
）
鳴
箭
　
漢
書
音
義
石
矧
矧
如
今
之
鳴
箭
也
日
本
紀
私
記
云
八
目
銅
彊
肋
（
元
和
本
、
巻
十
三
1
4
丁
衷
）

（
観
1
）
八
目
鏑
鬱
舅
酢
空
（
僧
上
二
七
頁
・
金
部
）
　
　
（
蓮
）
〇

八
観
2
）
八
目
鏑
欝
蟄
新
平
）
鳴
座
間
（
同
右
）
　
　
　
　
（
蓮
）
×

⑬
（
和
）
髄
　
斐
務
奔
切
韻
云
肌
畑
鮒
刷
銚
鷹
屈
也
（
中
略
）
大
名
楓
矧
（
元
和
本
、
巻
十
八
4
丁
表
）
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7

（
観
1
）
肌
用
㌶
㌔
完
禦
罷
嵩
i
l

く
）
（
僧
中
二
二
頁
・
鳥
部
）
（
蓮
）
〇

八
観
2
）
視
｛
1
些
ハ
ヤ
フ
サ
（
僧
中
一
二
六
頁
・
鳥
部
）
（
準
×

㊥
（
和
）
庇
邪
説
文
云
肺
醐
瑠
名
乾
肉
也
祀
記
云
牛
怖
庇
脈
鵠
棚
（
元
和
本
、
巻
十
六
2
0
丁
裏
）

（
観
1
）
肺
㍍
辱
ホ
シ
昌
針
空
）
ソ
シ
・
（
彿
中
二
六
頁
・
肉
部
）
〈
蓮
〉
○

（
糾
2
）
肺
㍍
痺
・
ホ
シ
・
シ
（
年
嵩
上
）
ソ
シ
・
庇
噛
、
ホ
シ
、
（
同
右
）
　
（
撃
×

⑮
（
和
）
矧
封
　
左
脚
注
云
梅
栂
鵠
榊
蟻
被
也
（
元
和
本
、
巻
十
五
4
丁
重

（
観
l
）
聖
型
ム
マ
キ
ヌ
（
法
中
一
四
二
百
∵
衣
部
）
　
（
参
考
）
〈
図
〉
馬
（
栂
）
川
一
所
蒐
一
芸
二
三
三
頁
）

（
観
2
）
（
憾
衣
ム
マ
キ
ス
　
憾
被
‖
（
相
中
九
八
百
∵
掲
部
）
　
〈
撃
い
ず
れ
も
×

第
六
灯
は
1
3
例
存
し
、
他
の
類
に
比
べ
て
用
例
数
が
多
い
。
上
述
の
如
く
、
第
六
類
で
は
、
原
撰
本
に
お
い
て
B
の
語
が
標
出
さ
れ
た

と
し
て
も
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
注
文
に
よ
っ
て
和
訓
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
　
（
⑯
⑫
を
参
照
）
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
語
に
は
、

改
編
時
に
も
和
訓
は
当
て
ら
れ
ず
（
⑳
⑳
を
参
照
）
、
改
編
後
に
お
い
て
和
名
抄
に
よ
っ
て
そ
れ
が
追
補
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
比
較
的

多
く
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
追
捕
の
際
の
、
和
名
抄
の
和
訓
に
対
す
る
拡
大
解
釈
を
端
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
⑬
は
、
A
「
馬
禍
」
と
B
「
栂
被
」
と
の
み
の
関
係
で
は
第
四
鮪
と
な
る
が
、
B
「
馬
衣
」
と
併
せ
て
便
宜
的
に
第
六
類
に
入

れ
た
。以
上
第
一
類
か
ら
第
六
類
ま
で
は
、
仝
例
B
の
語
に
対
す
る
和
訓
の
追
捕
と
な
っ
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

〔
第
七
塑
「
m
T
日
田
」
（
B
は
坤
字
、
A
は
B
を
構
成
紫
と
す
る
熟
字
〓
1
例
）

次
の
1
例
の
み
で
あ
る
。

⑬
（
和
）
触
千
　
四
好
字
苑
云
鎚
盟
㍑
柚
鵠
持
所
以
利
鋸
歯
也
（
元
和
本
、
巻
十
五
1
6
丁
重

（
観
l
）
｛
鵜
訂
棚
㌍
至
上
｝
（
佃
上
〓
ニ
O
U
∵
金
部
）
　
（
準
○

（
マ
マ
）

（
観
2
）
　
組
子
ヤ
ス
リ
　
（
同
右
）

（17）

（
蓮
）
　
×
　
（
但
し
「
イ
」
本
の
熟
字
訓
と
し
て
は
あ
り
）



柑るすと典
）
田
本
を
山
抄
（
緊
て
類
い
名
つ
和
に
る
法
け
取
お
摂
に
の
抄
訓
義
和
名東類

（18）

こ
の
例
の
場
合
、
A
の
語
に
対
す
る
和
訓
が
追
補
さ
れ
て
い
る
点
、
第
六
類
ま
で
の
諸
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
先
の
図
書
寮
本
の
検

討
に
お
い
て
、
第
七
類
で
は
図
書
寮
本
は
全
例
A
の
熟
字
に
和
訓
を
引
い
て
い
た
（
⑳
⑳
を
参
照
）
が
、
右
例
の
場
合
は
、
原
撰
本
で
単

字
の
B
「
鍵
」
に
和
訓
が
引
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
第
八
類
〕
「
同
∪
…
同
順
」
（
A
は
単
字
、
B
は
A
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
〓
4
例
）

㊨
（
和
）
叫
矧
　
唐
韻
云
鮫
触
輌
㌍
諾
語
摘
魚
名
也
（
元
和
本
、
巻
十
九
6
丁
表
）

（
観
1
）
鮫
瑠
詣
相
互
上
上
上
）
（
僧
下
六
頁
・
魚
部
）
　
（
蓮
）
〇

八
観
2
）
盈
頒
錘
至
上
上
）
　
呵
矧
剛
（
同
右
）
　
〈
蓮
〉
×

〔
第
九
類
〕
「
［
凸
凶
因
」
「
岡
且
国
」
（
A
は
単
字
、
B
は
A
を
構
成
素
と
す
る
熟
字
〓
4
例
）

⑬
（
和
〉
呪
吐
　
病
源
論
云
欄
吐
址
柚
親
小
鬼
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
（
元
和
本
、
巻
三
1
9
丁
哀
）

（
観
1
）
呪
研
＼
チ
㍍
ツ
タ
ミ
零
墨
（
備
中
四
頁
・
口
部
）
（
「
盟
「
肝
」
は
異
体
）
　
（
高
）
〇
　
八
蓮
）
〇

八
観
2
）
呪
吐
ッ
タ
ミ
（
備
中
五
四
頁
・
口
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
）
○
　
（
蓮
）
　
×

以
上
第
l
類
以
下
、
概
し
て
B
の
語
に
対
し
て
A
の
和
訓
を
通
用
し
て
採
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
先
の
図
書
寮
本
の
検
討
結
果
に
良

（19）

く
対
応
し
て
い
る
。

改
編
後
の
迫
補
訓
は
、
こ
の
よ
う
に
和
名
抄
に
お
け
る
A
の
語
と
B
の
語
と
の
対
に
関
わ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
次

の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

⑲
（
和
）
兄
公
　
爾
雅
云
夫
之
兄
焉
兄
公
報
蟻
（
元
和
本
、
巻
二
2
0
丁
裏
）

女
公
　
爾
雅
云
夫
之
姉
烏
女
公
糊
珪
之
（
同
右
）

（
観
l
V
兄
惨
事
離
空
（
悌
下
末
二
七
頁
・
八
部
）
（
「
女
公
」
は
な
し
）

（
観
2
〉
兄
姪
、
。
シ
ウ
ト
　
女
惨
、
。
シ
ウ
ト
メ
（
備
中
〓
頁
・
女
部
）
　
（
高
）
い
ず
れ
も
○
　
（
蓮
）
い
ず
れ
も
×
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柑

こ
れ
に
関
し
て
は
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
、

（
色
）
兄
姪
－
詣
ウ
ト
（
前
田
本
、
下
4
丁
表
・
コ
人
倫
）
　
女
姶
如
巌
里
（
同
上
）

夫
之
兄
也

と
あ
り
、
和
名
抄
の
本
文
に
「
兄
公
・
女
公
」
と
作
る
も
の
と
「
兄
敗
・
女
松
」
と
作
る
も
の
と
が
存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
判
る
（
元
和

本
も
箋
往
本
も
前
者
に
作
る
）
。
（
観
1
）
　
の
「
兄
公
。
シ
ウ
ト
」
は
（
何
故
か
「
女
公
。
シ
ウ
ト
メ
」
は
見
ら
れ
な
い
が
）
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院

本
の
対
応
部
分
が
現
存
し
な
い
た
め
両
本
の
存
否
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
恐
ら
く
は
原
撰
本
の
拠
っ
た
和
名
抄
で
は
「
兄
公
・
女
公
」

に
作
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
異
種
の
和
名
抄
本
文
を
も
っ
て
（
観
2
）
「
兄
姪
。
シ
ウ
ト
女
松
。
シ
ウ
ト
メ
」
が
迫
補

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
迫
補
例
が
他
に
も
若
干
存
す
る
他
、
更
に
別
の
事
情
に
よ
る
迫
補
例
も
幾
つ
か
存
す
る
が
、
今
回
は
説
明
を
省
略
す
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
観
智
院
本
に
お
け
る
和
名
抄
出
典
の
和
訓
の
迫
補
の
事
情
が
、
或
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
こ

れ
に
関
連
し
て
、
更
に
次
の
三
つ
の
事
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

上
述
の
如
く
、
蓮
成
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
和
名
抄
出
典
の
和
訓
、
即
ち
迫
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
名
抄
出
典
の
和
訓
は
、

大
部
分
が
B
の
語
に
対
す
る
和
訓
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
碓
な
傾
向
性
が
存
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
和
訓
が
蓮
成
院
本
に
お
い
て

削
除
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
傍
証
と
も
な
っ
て
い
る
。
仮
に
蓮
成
院
本
が
削
除
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
訓
一
訓
和
名
抄
と
照

合
し
て
、
直
接
和
訓
の
附
せ
ら
れ
て
い
な
い
B
の
語
に
つ
い
て
、
そ
の
和
訓
を
削
除
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
作
業
を
行
っ
た
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
ま
で
し
て
和
訓
を
削
除
す
る
こ
と
の
利
点
や
理
由
は
考
え
粗
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
迫
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
訓
の
中
に
、
第
六
煩
の
よ
う
に
、
原
挟
本
が
引
い
て
い
た
だ
ろ
う
注
記
か
ら
は
そ
の
和
訓
を
導

き
出
し
得
な
い
と
い
う
例
が
、
か
な
り
の
数
存
し
て
い
た
。
更
に
⑬
の
如
く
、
原
撰
本
の
拠
っ
た
も
の
と
は
異
な
る
種
類
の
和
名
抄
本
文

に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
迫
補
の
例
も
存
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
追
捕
が
、
名
義
抄
の
原
撰
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は

（20）

な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
即
ち
、
虹
接
和
名
抄
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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るすと典
）
出
　
本

を
　
山

抄
（

果
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
取

お
　
摂

に
　
の

抄
訓
義
和
名緊類

更
に
注
意
さ
れ
る
点
と
し
て
次
の
事
が
あ
る
。
上
掲
⑳
～
⑲
の
用
例
を
眺
め
る
と
、
（
観
1
）
の
原
撰
本
か
ら
継
承
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
和
訓
に
は
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
比
較
的
多
い
の
に
対
し
て
、
（
観
2
）
の
迫
補
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
和
訓
に
は
声
点
が
殆
ど

施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
前
者
に
は
合
点
の
附
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
合
点
の
附
さ
れ
た
も
の
が
関
々

存
す
る
（
⑳
⑳
㊥
⑲
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
（
観
1
）
の
和
訓
と
（
観
2
）
の
和
訓
と
が
同
質
で
は
な
い
こ
と
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で

き
、
前
者
が
改
漏
時
に
採
ら
れ
た
和
訓
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
れ
と
は
別
の
時
期
に
取
入
れ
ら
れ
た
和
訓
で
あ
る
と
い
う
こ
と

（21）

の
傍
証
と
な
り
得
る
。
な
お
、
和
名
抄
出
典
の
追
捕
訓
と
同
じ
く
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
西
念
寺
本
の
共
通
の
祖
本
に
お
い
て
取
入

（22）

れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
新
撰
字
鋭
出
典
の
熟
字
訓
に
お
い
て
も
、
や
は
り
こ
れ
と
ほ
ほ
同
様
の
声
点
、
合
点
の
状
況
が
見
ら
れ
、
こ
の

点
も
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
三
つ
の
事
柄
は
、
上
掲
の
迫
補
例
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
図
書
寮
本
に
対
応
部
分
が
現
存
せ
ず
、
同
本
と
の
直
接
の
比
較
が
で

き
な
い
現
状
に
あ
っ
て
は
、
特
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
来
る
。

（2）

（
1
）
で
は
、
蓮
成
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
例
に
注
目
し
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
先
に
観
智
院
本
に
お
け
る
原
撲
本
の
和
名
抄
出

典
の
和
訓
の
受
容
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
、
観
智
院
本
に
は
、
図
書
寮
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
和
名
抄
よ
り
迫
補
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
熟
字
訓
が
若
干
例
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
本
来
の
筋
道
か
ら
言
え
ば
、
（
1
）
の
検
討
の
前
に
、
図
書
寮
本
と
の
直
接

の
比
較
に
よ
る
、
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
の
検
討
を
行
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
は
、
用
例
数
が
少
い
上
、
蓮

成
院
本
と
の
対
比
が
行
え
な
い
例
が
殆
ど
で
あ
っ
て
、
な
か
な
か
明
確
な
事
が
言
え
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
後
述
す
る
よ

ヽ

う
に
、
（
1
）
で
問
題
に
し
た
改
編
後
の
迫
補
訓
（
蓮
成
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）
と
は
異
な
り
、
改
編
時
に
和
名
抄
に
よ
っ

て
追
加
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
大
部
分
の
よ
う
で
あ
る
な
ど
、
単
純
に
は
行
か
な
い
点
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
本
稿
で

は
寧
ろ
（
1
）
の
検
討
を
先
に
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
に
対
し
て
検
討
を
加
え
る
方
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
判
断



るすと典
　
）

出
　
本

を
　
山

抄
　
（

棄
　
て

熱
　
い

名
　
つ

口
　
．
－

ま
リ
　
ー
ー
・

る
　
法

け
　
取

お
．
摂

に
　
の

抄
　
訓

義
　
和

名栗顛

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
は
、
四
の
（
2
）
と
し
て
T
）
に
付
随
さ
せ
る
形
で
若
干
の
言
及
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
観
智
院
本
の
熟
字
訓
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑳
（
和
）
瀧
　
倍
率
石
筒
人
名
油
日
瀧
昌
江
反
細
柚
兼
名
苑
云
飛
泉
一
名
飛
濡
港
布
也
（
元
和
本
、
巻
一
1
5
丁
表
）

（
図
）
瀧
酬
彗
細
翫
⊥
）
禁
苑
（
五
二
百
∵
水
部
）

（
轡
飛
悔
タ
キ
（
法
上
四
百
・
水
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓮
）
○

（
参
考
）
瀧
－
受
竿
職
、
和
訓
な
し
）
漑
用
キ
三
上
）
（
法
上
三
五
百
）
　
（
蓮
）
○

㊤
（
和
）
履
　
兼
名
苑
云
履
一
名
足
下
棚
鵠
毀
（
元
和
本
、
巻
十
二
2
7
丁
衷
）

（
観
）
足
下
7
シ
タ
（
上
叫
車
濁
〉
　
（
法
上
七
三
頁
・
足
部
）

（
参
考
）
度
堅
調
屁
絹
＝
出
摘
『
（
法
下
八
七
百
∵
戸
部
）

⑳
（
和
）
鳥
豆
　
社
内
錫
食
経
云
烏
豆
一
名
雄
豆
踊
誤
聞
而
黒
色
者
也
（
元
和
本
、
巻
十
七
5
丁
基
）

（図）
（観）

⑳
（
和
）

島
恒
離
船
鮪
（
一
二
八
討
・
豆
部
）

2

烏
＠
ク
ロ
マ
メ
雄
－
喜
同
（
法
上
九
五
喜

蚊
蛤
　
兼
名
苑
云
蚊
蛤
謎
一
名
較
蝶
議
一
名
百
足
加
等

馬
陸
　
本
革
石
馬
陸
l
名
百
足
抽
舘
（
元
和
本
、
巻
十
九
2
0
丁
衷
・
杢

百
足
禦
皆
腑
棚
賢
整
最
上
）
（
一
〇
二
頁
・
足
部
）

馬
陸
欝
震
絹
業
空
）
（
法
中
四
七
討
・
阜
郎
）

（
参
考
）
百
足
㌢
ビ
三
甲
笠
空
〉
（
法
上
七
三
去

飼
面
　
病
源
論
云
飼
而
榊
瑠
面
皮
上
布
浮
足
也
（
元
和
本
、
巻
三
2
7
丁
麦
）

鵬
極
量
望
二
法
上
一
〇
二
百
∵
両
部
）

顔
面
（
中
略
）
遊
仙
窟
＝
面
子
詔
伽
用
語
（
元
和
本
、
肇
ニ
2
丁
重
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るすと典
）

山
　
本

を
　
山

抄
（

衆
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
取

お
　
損

に
　
の

抄
訓
義
和
名麦類

（
轡
面
子
柚
認
叛
（
鮭
鳥
瑚
＝
云
（
法
上
一
〇
二
頁
・
両
部
）

以
上
の
観
智
院
本
の
和
訓
は
、
い
ず
れ
も
、
図
書
寮
本
に
そ
の
標
出
譜
自
体
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
述
⑳
～
⑳
の

よ
う
に
原
撰
本
の
注
記
を
和
訓
に
置
換
え
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

尤
も
、
⑳
「
飛
浦
タ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
の
「
瀧
」
に
引
か
れ
た
和
名
抄
の
注
文
中
に
「
飛
瀧
」
が
和
訓
「
多
岐
」
と
共
に

含
ま
れ
て
お
り
、
改
編
の
際
、
原
挟
本
の
こ
の
注
文
に
拠
っ
て
「
飛
瀧
」
を
新
た
に
標
出
し
て
和
訓
を
附
し
た
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
く
は
な
い
。
㊤
「
足
下
ア
シ
タ
」
に
つ
い
て
も
、
観
智
院
本
の
法
下
・
戸
部
に
「
屈
ア
シ
タ
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
撲
本
に
お
い
て

「
屁
」
か
扇
」
の
注
文
に
和
訓
と
共
に
「
足
下
」
が
引
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
に
韮
い
て
「
足
下
ア
シ
タ
」
を
掲
出
し
た
と

の
推
測
も
成
立
た
な
い
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
⑳
⑳
に
つ
い
一
て
は
、
「
雄
豆
」
「
馬
陸
」
は
図
書
寮
本
の
注
文
中
に
も
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
直
接
和
名
抄
よ
り
採
ら
れ
た
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
⑳
「
馬
陸
7
7
ヒ
。
」
で
は
、
や
は
り
和
名
抄
に
基
く
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
図
書
寮
本
に
引
か
れ
て
い
な
い
「
百

足
一
名
、
」
と
い
う
注
文
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。

他
方
㊥
⑮
は
、
共
に
観
智
院
本
両
部
に
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
図
書
寮
本
で
は
、
両
部
は
筋
目
領
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら
実
際
の

本
文
中
に
は
存
し
な
い
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
絡
ん
で
い
る
（
注
（
4
）
を
参
照
）
。
従
っ
て
⑳
I
⑬
と
は
別
に
し
て
考
え
る
必
要
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
直
接
和
名
抄
か
ら
補
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
⑳
～
⑮
（
或
い
は
⑳
㊤
は
除
か
れ
る
か
）
が
、
名
義
抄
の
原
撰
本
で
は
な
く
和
名
抄
よ
り
取
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
（
1
）
で
取
上
げ
た
改
編
後
の
迫
補
訓
（
蓮
成
院
本
に
不
登
載
）
の
一
部
で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は
単
純
に
行
か
な
い
。

右
掲
の
内
、
蓮
成
院
本
と
対
比
で
き
る
の
は
⑳
の
み
で
あ
る
が
、
蓮
成
院
本
に
も
登
警
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
⑳
は
否
と
な
禦
但

し
声
点
は
施
さ
れ
て
い
な
い
）
。
ま
た
㊤
⑬
⑭
⑮
は
、
い
ず
れ
も
和
訓
に
声
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
T
）
で
述
べ
た
声
点
施
点
の
傾
向
か

ら
、
や
は
り
改
編
後
の
追
補
訓
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
残
る
⑳
の
み
は
、
蓮
成
院
本
の
状
況
は
不
明
な
が
ら
、
声
点
が
施
さ
れ
て
い
な



るすと典
）
出
本
を
山
抄
（
翠
て
類
い
名
つ
和
に
る
法
け
取
お
摂
に
の
抄
訓
浪
和
名緊煩

い
こ
と
か
ら
、
改
桐
後
の
追
捕
訓
で
あ
る
可
能
性
が
残
る
。

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

こ
の
よ
う
に
、
少
く
と
も
⑳
㊤
⑳
の
め
は
、
（
1
）
　
の
諸
例
の
如
き
改
桐
後
の
迫
補
訓
と
は
考
え
に
く
く
、
改
編
時
に
直
接
和
名
抄
か

ら
採
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
即
ち
、
名
我
抄
改
編
の
際
に
は
、
原
撰
本
か
ら
和
名
抄
出
典
の
和
訓
が
継
承
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
直
接

（24）

和
名
抄
か
ら
も
和
訓
が
補
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
右
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
先
の
検
討
で
原
撲
本
の
注
記
を
和
訓
に
置
換
え
た
と
見
ら
れ
た
⑳
～
⑳
も
、
原
撰
本
の
注

記
の
み
な
ら
ず
、
和
名
抄
そ
の
物
を
も
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
来
る
。
ま
た
、
（
1
）
　
で
原
撰
本
よ
り
継
承
さ
れ
た
と
考
え
た

ヽ

⑳
～
⑲
の
（
観
1
）
　
の
和
訓
の
中
に
も
、
改
福
時
に
和
名
抄
に
よ
っ
て
迫
加
さ
れ
た
も
の
が
若
干
な
が
ら
も
混
在
し
て
い
る
可
能
が
生
じ

て
来
る
。

以
上
、
限
ら
れ
た
用
例
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
み
た
。

五
、
結
　
び

本
稿
に
お
け
る
以
上
の
検
肘
は
、
言
換
え
れ
ば
、
名
義
抄
に
お
け
る
原
撲
本
楯
碁
の
方
法
・
改
編
の
方
法
・
改
編
後
の
増
補
の
方
法
の

l
端
を
、
和
名
抄
を
山
典
と
す
る
和
訓
を
通
し
て
観
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
て
い

る
観
智
院
本
の
、
和
名
抄
を
山
典
と
す
る
和
訓
に
は
、

⑦㊥㊦㊤

原
撲
本
に
お
い
て
探
ら
れ
、
改
銅
の
際
に
継
承
さ
れ
た
も
の

原
撲
本
に
お
い
て
探
ら
れ
て
い
た
注
記
が
、
改
編
の
際
に
和
訓
に
位
換
え
ら
れ
た
も
の

（
今
ひ
と
つ
明
確
に
な
ら
な
い
が
）
改
桐
の
際
に
和
名
抄
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の

改
桐
後
に
和
名
抄
よ
り
追
補
さ
れ
た
も
の

32

の
国
柾
の
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
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今
後
は
、
単
字
訓
を
含
め
た
和
名
抄
出
典
の
全
和
訓
に
つ
い
て
、
更
に
検
証
を
行
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
の
出
典
の
和

訓
の
摂
取
法
に
つ
い
て
も
、
順
次
検
討
を
進
め
て
行
く
所
存
で
あ
る
。

るすと典
　
）

出
　
本

を
　
山

抄
　
（

衆
　
て

類
　
い

名
　
つ

和
　
に

る
　
法

け
　
取

お
　
摂

に
　
の

抄
　
訓

義
　
和

名衆類

注

（
1
）
　
図
書
寮
本
で
は
、
改
編
本
諸
本
と
は
異
な
り
、
注
記
の
一
々
に
出
典
が
示
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
「
川
（
爛
）
云
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の

が
源
順
撰
の
和
名
抄
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
図
書
寮
本
と
和
名
抄
と
の
両
書
の
比
較
研
究
と
し
て
は
、
曽
田
企
彦
「
図
秒
梁
本
類
弊
名
鵡
抄
出
典
放

下
こ
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
節
五
輯
、
昭
3
0
・
1
0
）
、
築
鳥
栖
「
訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
架
名
義
抄
」
（
国
語
学
第
三
十
七
栂
、
昭
3
4
・
6
）
、
同
「
図

書
寮
本
類
朱
名
義
抄
と
和
名
顆
策
抄
」
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
）
等
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

（
2
）
　
改
編
本
の
和
訓
に
は
出
典
表
示
は
無
い
が
、
和
名
抄
の
和
訓
が
多
丑
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
原
挟
本
（
図
甘
梁
本
）
　
の
発
見
以
前
か
ら
知
ら

れ
て
お
り
、
夙
に
狩
谷
液
斎
が
r
箋
注
和
名
頬
架
抄
】
に
お
い
て
改
編
本
名
義
抄
を
対
校
に
用
い
て
い
る
の
を
始
め
、
岡
田
希
雄
の
詳
細
な
比
較
研

究
が
あ
る
（
r
類
朱
名
義
抄
の
研
究
し
）
。

（
3
）
　
名
義
抄
各
本
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
に
よ
る
。

〔
原
撰
本
〕
　
図
書
寮
本
…
勉
誠
杜
刊
オ
フ
セ
ッ
ト
複
製
本

〔
改
編
本
〕
観
智
院
本
…
天
理
図
書
館
密
本
叢
書
複
製
本
（
用
例
の
所
在
は
便
宜
的
に
風
間
書
房
版
に
よ
る
）

高
山
寺
本
…
天
理
図
書
飽
酋
本
叢
書
複
製
本

蓮
成
院
本
…
勉
誠
杜
刊
「
棚
欄
的
相
三
宝
類
架
名
義
抄
」
複
製
本

右
諸
本
の
内
、
完
本
は
観
智
院
本
の
み
で
あ
る
た
め
、
諸
本
の
比
較
に
は
制
約
が
あ
る
。
挙
例
に
当
っ
て
は
、

表
示
し
、
朱
合
点
「
へ
」
は
原
本
の
ま
ま
に
表
示
す
る
が
、
他
の
朱
点
類
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
。
な
お
、

和
訓
の
声
点
は
　
（
上
平
濁
）
　
の
如
く

改
絹
本
の
内
、
西
念
寺
本
は
観
智
院

本
に
非
常
に
近
く
、
現
存
部
分
も
僅
か
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
用
い
な
か
っ
た
。

和
名
抄
は
、
原
則
と
し
て
二
十
巻
本
の
元
和
本
を
用
い
る
が
、
図
書
寮
本
の
引
用
が
十
巻
本
の
箋
注
本
に
よ
り
近
い
場
合
等
は
岡
本
を
用
い
る
（
箋

注
、
読
点
・
返
点
は
省
略
）
。
こ
れ
は
、
図
書
寮
本
所
引
の
和
名
抄
が
現
存
の
二
十
巻
本
、
十
巻
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
種
類
の
本
で
あ
る
（
注
T
）

論
考
）
た
め
の
便
宜
的
な
措
置
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
両
本
と
も
臨
川
書
店
刊
の
複
製
本
に
よ
る
。

（
4
）
　
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
の
両
本
に
無
い
も
の
も
1
例
存
す
る
が
、
高
山
寺
本
に
は
登
載
さ
れ
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
例
外
的
で
あ
る
。

（
5
）
　
出
典
の
表
示
さ
れ
な
い
観
智
院
本
に
つ
い
て
は
、
和
名
抄
出
典
で
あ
る
と
の
認
定
が
比
較
的
容
易
な
熟
字
訓
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で

も
そ
れ
に
合
せ
た
。



るすと典
）
山
本
を
山
抄
（
果
て
煩
い
名
つ
和
に
る
法
け
取
お
摂
に
の
抄
訓
耗
和

名架斬

（
6
）
　
観
智
院
本
の
法
上
・
法
中
の
二
帖
に
対
応
し
て
お
り
、
水
・
、
／
二
冒
・
足
・
立
二
且
・
卜
・
山
・
石
・
玉
・
邑
・
早
・
土
・
心
㌧
巾
・
糸
・
衣
の

各
部
が
存
す
る
。
筋
目
項
に
は
こ
の
他
、
面
・
歯
・
色
部
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
筋
目
甥
で
は
観
智
院
本
の
部
首
に
完
全
一
致
）
、
実
際
の
本
文
に

は
存
在
し
な
い
。
但
し
「
色
」
字
の
み
は
邑
部
に
入
れ
ら
れ
て
存
す
る
。

（
7
）
　
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
夫
々
「
A
の
語
」
「
B
の
語
」
と
い
う
仮
称
を
一
貫
し
て
用
い
る
。

（
8
）
　
⑲
の
「
瑚
」
は
単
字
で
あ
る
が
、
「
肘
枕
」
が
熟
字
で
あ
る
の
で
、
以
下
も
こ
の
よ
う
な
場
合
は
検
討
対
象
に
含
め
て
い
る
。

（
9
）
　
後
述
第
七
類
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
A
　
（
ハ
）
　
B
也
」
と
い
う
関
係
を
重
視
し
て
こ
こ
に
属
せ
し
め
た
。

（
1
0
）
　
「
玉
」
と
「
白
玉
」
と
の
み
は
第
七
類
と
な
る
が
、
便
宜
的
に
こ
こ
に
一
括
し
た
。

（
1
1
）
　
第
四
類
の
⑫
「
柱
礎
」
、
⑬
「
甘
礪
」
は
、
続
け
て
⑫
「
礪
」
、
⑬
「
檻
甜
」
が
標
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
注
文
を
見
れ
ば
和
訓
を
引
出
し
得
る
と

い
う
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
。

（
望
　
「
去
」
と
「
塚
坐
」
と
の
み
は
第
四
類
と
見
得
る
が
、
便
宜
的
に
こ
こ
に
一
括
し
た
。

（
芭
－
和
名
抄
に
お
け
る
見
出
語
の
「
尉
汁
」
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
（
図
書
寮
本
水
部
に
は
標
出
さ
れ
ず
）
、
今
は
除
外
し
て
考
え
る
。

（
1
4
）
　
望
月
郁
子
氏
論
考
「
r
類
架
名
義
抄
」
改
垢
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
⊥
和
名
割
霞
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
研
究
報
告
静
岡
大
学
教
養
部
、
昭
5
9
・
3
）

に
お
け
る
「
〔
Ⅳ
〕
図
書
寮
本
の
「
禾
・
与
□
同
」
「
一
名
□
」
と
観
智
院
本
和
訓
と
が
実
質
的
に
は
一
致
す
る
も
の
」
と
重
な
る
点
も
あ
る
が
、
趣
旨

や
視
点
に
相
違
が
あ
る
。

（
芭
　
蓮
成
院
本
の
川
部
、
維
部
は
前
部
又
は
後
部
を
欠
き
、
し
か
も
標
出
字
の
配
列
が
観
智
院
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
て
正
確
な
比
較
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
両
孤
は
検
討
か
ら
除
外
す
る
。

（
懇
　
親
智
院
本
は
「
姑
」
の
標
山
字
に
続
け
て
「
阿
姑
」
「
祖
（
姑
）
」
「
外
（
姑
〉
」
の
三
つ
の
熟
字
を
標
出
し
、
蓮
成
院
本
に
も
こ
の
三
つ
の
熟
字
が
存

す
る
が
（
弟
一
冊
2
9
丁
衷
）
、
高
山
寺
本
に
は
三
つ
と
も
存
し
な
い
　
（
5
5
丁
整
）
。
観
智
院
本
、
蓮
成
院
本
に
存
し
て
高
山
寺
本
に
存
し
な
い
熟
字
は

概
し
て
稀
で
あ
り
、
し
か
も
三
つ
連
続
し
て
存
し
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
転
写
の
際
の
誤
脱
等
、
特
別
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

（
け
）
　
韮
成
院
本
に
お
け
る
「
イ
」
本
は
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
。
武
市
興
弘
「
三
宝
類
字
集
の
和
訓
の
傍
書
に
つ
い
て
」
（
宇
部
短
期
大
学
学

術
報
告
如
十
四
号
、
昭
5
3
・
1
）
他
、
拙
稿
「
荘
成
院
本
類
渠
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て
－
界
雷
裏
芸
す
晶
分
の
霊
と
そ
の
素
姓
－
」
（
鎌
倉
時
代
語
研

究
第
八
棺
、
昭
6
0
・
5
）
。

（
1
8
）
　
餌
七
難
と
次
の
第
八
、
九
規
は
用
例
が
総
て
熟
字
に
対
す
る
和
訓
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
初
め
か
ら
熟
字
訓
に
限
定
し
て
用
例
を
採
っ
て
い

る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
類
に
、
堆
字
に
対
す
る
和
訓
の
用
例
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

一

　

（

1

9

2

5

　

（

2

0

一

（

2

1

但
し
、
上
柑
⑳
⑳
の
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
餌
智
院
本
に
お
い
て
、
B
の
語
総
て
に
和
訓
が
与
え
ら
れ
て
迫
補
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

尤
も
今
の
段
階
で
は
、
厳
密
に
は
、
和
名
抄
の
和
訓
を
載
せ
て
い
る
、
他
の
何
ら
か
の
文
献
よ
り
間
接
的
に
採
ら
れ
た
可
能
性
は
残
る
。

小
松
英
址
氏
が
r
日
本
声
調
史
論
考
】
　
（
昭
4
6
・
4
）
　
の
約
1
郎
第
2
串
「
語
調
史
料
と
し
て
の
r
類
架
名
義
抄
ヒ
に
お
い
て
、
「
図
書
寮
本
に
お
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るすと典
）
出
本
を
山
抄
（
託
て
類
い
名
つ
和
に
る
法
け
取
お
摂
に
の
抄
訓
義
和
名麦類

い
て
加
点
さ
れ
て
い
る
和
訓
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
に
お
け
る
対
応
部
分
に
お
い
て
、
や
は
り
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
。
」
「
図
書
寮
本

に
な
く
て
、
観
智
院
本
に
だ
け
採
録
さ
れ
て
い
る
和
訓
に
は
、
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
く
な
い
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
。

（
鬱
　
拙
稿
「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
銃
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て
ふ
字
空
相
管
し
て
」
（
国
語
学
第
百
四
十
四
集
、
昭
6
1
・

3
）
の
観
智
院
本
の
挙
例
と
同
塙
の
注
2
9
と
を
参
照
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
声
点
施
点
は
皆
無
（
「
同
」
で
前
訓
を
受
け
る
例
を
除
く
）
、
合
点
附

き
は
7
5
％
と
、
更
に
顕
著
で
あ
る
。

（
鬱
　
但
し
、
達
成
院
本
の
法
帖
（
水
・
、
′
・
古
都
の
み
現
存
）
は
他
の
帖
と
は
本
文
の
粟
姓
が
異
な
る
坪
い
も
あ
り
（
注
（
け
）
拙
稿
）
、
判
定
の
規
準
と

な
り
得
る
か
ど
う
か
問
題
も
残
る
。

（
聖
　
但
し
、
名
義
抄
の
改
編
に
用
い
ら
れ
た
原
挟
本
が
、
図
書
寮
本
と
全
同
の
本
文
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
り
、
⑳
～
⑳
の
間
組
の
和
訓
が
、

所
用
の
原
撰
本
に
は
登
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
現
段
階
で
は
否
定
で
き
な
い
。

〔
附
記
〕
本
稿
を
成
す
に
当
り
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
暖
か
い
御
指
導
と
御
助
言
と
を
賜
っ
た
。
記
し
て
探
謝
申
上
げ
る
。
ま
た
、
英
文
要
旨
作
成

に
当
っ
て
は
、
植
木
研
介
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
お
礼
申
上
げ
る
。
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On the Citations in Ruijumyogisho of 'wakun'
reading from Wamyoruijusho

Hideto YAMAMOTO

Ruijumydgishd is a Chinese-Japanese dictionary edited in the 'Insei' and

'Kamakura' eras. The original version of the dictionary is 'Gensenbon' and it

offers a lot of instances of 'wakun' reading (the Japanese way of reading of

Chinese characters) including what have been cited from Wamydruijusho. The

last mentioned is an older Chinese-Japanese dictionary edited in the middle

'Heian' era and it provides many examples of 'wakun' reading. An enlarged

version of Ruijumydgishd is called 'Kaihenbon' and it contains many instances

of 'wakun' reading as well.

As to the editions of 'Kaihenbon' we have four versions, and one of these

is 'Kanchiinbon' and this version contains some more instances of 'wakun'

reading which were added after the completion of 'Kaihenbon'. In 'Kanchiin-

bon' we find also some examples of 'wakun' reading which are supposed to be

cited directly from Wamydruijusho.

Therefore it is possible to divide the whole instances of 'wakun' reading

in this version into four groups: The first group were strictly cited from 'Gen-

senbon' while editing 'Kaihenbon', which had originally been taken from

Wamydruijusho. The second group are those which, while editing 'Kaihen-

bon', were taken from the explanations in 'Gensenbon', though the explana-

tions in Chinese characters were modified into 'wakun' reading. The third

group were taken directly from Wamydruijusho while editing 'Kaihenbon'.

The last group were also directly taken from Wamydruijusho, and added in
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this version after the completion of 'Kaihenbon'. In this article I analyse and

trace the instances of 'wakun' reading which appear in 'Gensenbon' and 'Kan-

chiinbon' as a representative of 'Kaihenbon', and I get to the above men-

tioned conclusion.




